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公
家
物
と
し
て
見
る
『
玉
水
物
語
』

井
　
黒
　
佳
穂
子

要　

旨

　

日
本
の
古
典
文
学
に
登
場
す
る
狐
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多
く
、
特
に
人
と
狐
の
婚
姻
譚
は
、
六
朝
志
怪
小

説
や
、
唐
代
伝
奇
小
説
『
任
氏
伝
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
九
世
紀
に
成
立
し
た
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
二
を
は
じ

め
、
い
わ
ゆ
る
「
狐
女
房
譚
」
の
系
譜
と
し
て
、
以
降
の
説
話
集
や
御
伽
草
子
、
謡
曲
、
説
経
節
、
歌
舞
伎
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

狐
が
登
場
す
る
御
伽
草
子
に
は
『
木
幡
狐
』
、
『
玉
藻
草
紙
』
、
『
狐
の
草
紙
』
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
美
女
に
化
け
た
狐
が
人
間
と
結
ば
れ
、

正
体
が
露
見
し
そ
う
に
な
っ
て
逃
げ
る
と
い
う
構
造
は
共
通
す
る
。
『
玉
水
物
語
』
も
同
じ
く
異
類
物
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
女
房
と
な
っ
て

姫
君
に
仕
え
る
も
の
の
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、
姫
君
の
入
内
に
よ
っ
て
恋
破
れ
る
と
、
最
後
は
姫
君
に
正
体
を
打
ち
明
け
て
、
人
間
社
会
か
ら

去
っ
て
お
り
、
上
述
の
作
品
群
と
は
展
開
を
異
に
す
る
。

　

一
方
で
、
『
玉
水
物
語
』
に
は
、
主
人
公
た
ち
が
和
歌
を
贈
答
し
た
り
、
紅
葉
合
が
行
わ
れ
た
り
、
主
君
の
も
と
を
去
る
時
に
長
歌
を
添
え
て

文
を
残
す
な
ど
、
王
朝
物
語
的
な
雰
囲
気
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、
異
類
物
に
分
類
さ
れ
て
き
た
『
玉
水
物
語
』
の
、
公
家
物
的

性
質
に
注
目
し
、
中
世
王
朝
物
語
や
他
の
公
家
物
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
『
玉
水
物
語
』
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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公家物として見る『玉水物語』（井黒）

は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
出
題
さ
れ
た
御
伽
草
子
『
玉
水
物
語
』
は
、
人
間
の
姫
君
に
恋
を
し
た
狐
が
女
房
に
化
け
て
近
づ
く

と
い
う
内
容
が
、
受
験
生
た
ち
の
興
味
を
惹
い
た
ら
し
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等( 1

(

で
一
時
話
題
と
な
っ
た
。
狐
は
変
身
す
る
動
物
と
し
て
、
古
典
文

学
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
、
多
く
は
美
女
の
姿
を
と
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
古
典
文
学
に
登
場
す
る
狐
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多
い
。
中
で
も
美
女
に
変
身
し
た
狐
と
人

間
が
結
婚
す
る
と
い
う
異
類
婚
姻
譚
は
、
早
く
六
朝
志
怪
小
説
に
見
え
、
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
書
物
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
作
品
も
含

ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
唐
代
の
怪
異
小
説
『
任
氏
伝
』
は
、
鄭
六
と
い
う
若
者
が
、
狐
が
化
け
た
美
女
任
氏
と
結
婚
す
る
と
い
う
も

の
で
、
大
江
匡
房
が
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
に
記
し
た
『
狐
媚
記
』
や
、
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）
に
編
ま
れ
た
『
続
古
事
談
』
に
も

任
氏
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
任
氏
の
物
語
が
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

日
本
で
は
九
世
紀
に
編
ま
れ
た
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
「
狐
為
妻
令
生
子
縁
第
二
」
に
狐
が
登
場
す
る
。
本
話
は
狐
が
産

ん
だ
子
供
が
一
族
の
祖
と
な
る
始
祖
譚
と
な
っ
て
お
り
、
以
降
も
御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
や
、
説
経
節
『
し
の
だ
つ
ま
』
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
「
狐
女
房
譚
」
の
系
譜
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

一
方
で
、
五
行
思
想
で
は
狐
が
陰
獣
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
狐
と
の
婚
姻
は
災
い
を
得
る
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た( (

(

。
『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
六
「
備
中
国
賀
陽
良
藤
為
狐
得
観
音
助
語
第
十
七
」
（
原
話
は
『
善
家
秘
記
』
（
『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
二
寛
平
八
年
九
月
所
収
）
、『
観

音
利
益
集
』
四
十
五
、
『
元
亨
釈
書
』
二
十
九
拾
遺
志
に
同
話
）
に
は
、
狐
が
化
け
た
美
女
に
誑
か
さ
れ
て
、
正
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

男
の
話
が
載
っ
て
い
る
。
『
大
日
本
国
法
華
験
記
』
巻
下
「
朱
雀
大
路
の
野
干
」
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
「
為
救
野
干
死
写
法
花
人
語
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第
五
」
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
十
魚
虫
禽
獣
第
三
十
「
或
男
朱
雀
大
路
に
し
て
女
狐
の
化
し
た
る
美
女
に
遇
ひ
て
契
る
事
」
に
同
話
）
も

同
様
の
思
想
に
基
づ
く
が
、
こ
ち
ら
は
狐
が
自
ら
犠
牲
に
な
る
こ
と
で
難
を
逃
れ
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
『
玉
水
物
語
』
も
狐
と

人
の
婚
姻
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
玉
水
は
姫
君
の
身
に
害
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
、
た
だ
姫
君
の
姿
を
見
た
い
一
心
で
、
女
房
に
化

け
る
こ
と
を
選
ん
で
い
る
。
ま
ず
は
『
玉
水
物
語
』
の
梗
概
を
示
し
て
お
こ
う
。

『
玉
水
物
語
』

　

鳥
羽
の
辺
り
に
住
む
高
柳
の
宰
相
に
は
美
し
い
姫
君
が
い
た
。
あ
る
時
、
花
園
を
訪
れ
た
姫
君
を
、
狐
が
一
目
見
て
恋
に
落
ち
る
。

狐
は
姫
君
に
近
付
く
た
め
、
若
い
娘
に
化
け
て
あ
る
家
の
養
女
と
な
り
、
女
房
と
し
て
姫
君
の
邸
に
奉
公
に
あ
が
る
。
玉
水
と
名
付
け

ら
れ
た
狐
は
、
姫
君
の
お
気
に
入
り
と
な
っ
た
。
姫
君
の
邸
で
紅
葉
合
が
行
わ
れ
た
時
、
玉
水
は
狐
の
兄
弟
に
頼
ん
で
五
色
の
紅
葉
を

届
け
さ
せ
る
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
姫
君
の
入
内
が
決
定
し
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
里
帰
り
し
て
い
た
玉
水
は
、
養
母
に
取
り
憑
い
て
い
た
伯
父
の
狐
を
説
得
し
、
養
母
の
病
は
平
癒
し
た
。
姫
君
の
入
内
が
近

付
く
に
つ
れ
、
玉
水
は
苦
悩
す
る
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
玉
水
は
姫
君
の
入
内
を
見
届
け
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を

記
し
た
手
紙
と
箱
を
残
し
、
忽
然
と
姿
を
隠
し
た
。
手
紙
を
読
ん
だ
姫
君
は
、
玉
水
の
心
を
哀
れ
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。

　

『
玉
水
物
語
』
は
狐
が
女
房
に
変
身
す
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
で
も
『
木
幡
狐
』
を
は
じ
め
、
他
の
狐
女
房
譚
と
の
比
較
で
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
他
『
法
華
験
記
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自
己
犠
牲
の
狐
の
系
譜
、
中
国
の
怪
異
小
説
集
『
聊
斎
志
異
』
の
「
封
三
娘
」

と
の
類
似
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る( 3

(

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
に
語
ら
れ
る
狐
女
房
譚
は
、
「
美
女
に
変
身
し
た
狐
が
、
人
間
の
男
と
結
婚
し
て
子
供
を
も
う
け
る
が
、
正
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体
が
露
見
し
（
犬
に
吠
え
ら
れ
る
、
子
供
に
気
付
か
れ
る
な
ど
し
て
）
、
泣
く
泣
く
別
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
玉
水
の
よ
う
な
「
美

女
に
変
身
し
た
狐
が
女
房
と
し
て
姫
君
に
仕
え
る
」
姿
は
、
狐
女
房
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
や
や
外
れ
て
い
る
。

　

室
町
か
ら
江
戸
前
期
に
わ
た
っ
て
作
ら
れ
た
御
伽
草
子
は
、
四
百
種
以
上
の
作
品
が
現
存
し
、
擬
古
物
語
や
軍
記
物
語
、
説
話
、
芸
能

な
ど
様
々
な
文
芸
の
影
響
を
受
け
、
内
容
も
多
岐
に
渡
る
。
こ
の
膨
大
な
作
品
群
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
長
谷
川
福
平
氏
、
平
出
鏗
次
郎

氏
、
島
津
久
基
氏
、
藤
井
隆
氏
な
ど
か
ら
様
々
な
分
類
案
が
出
さ
れ
た
が( (

(

、
今
日
で
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
登
場
人
物
の

階
層
か
ら
、
公
家
物
・
僧
侶
物
・
武
家
物
・
庶
民
物
・
異
国
物
・
異
類
物
の
六
つ
に
大
別
し
た
、
市
古
貞
次
氏
の
分
類
案
で
あ
る( (

(

。

　

こ
の
よ
う
に
、
御
伽
草
子
を
採
り
上
げ
る
際
、
最
初
に
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
か
注
目
さ
れ
や
す
い
た
め
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

し
ば
し
ば
類
型
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
敢
え
て
枠
組
み
を
設
け
る
こ
と
で
、
枠
の
内
だ
け
で
は
な
く
、

枠
に
収
ま
ら
な
い
部
分
、
外
れ
て
し
ま
う
部
分
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
御
伽
草
子
が
持
つ
多
様
性
と
は
、
そ
れ
以
前
の
古

典
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
モ
チ
ー
フ
が
、
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
交
響
の
賜
物
な
の
で
は
な
い
か
。

　

市
古
氏
の
分
類
で
は
、
鳥
獣
虫
魚
や
草
木
、
器
物
、
妖
怪
な
ど
の
異
類
が
活
躍
す
る
作
品
の
多
く
が
異
類
物
に
分
類
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

異
類
物
は
人
間
社
会
に
入
り
込
み
婚
姻
す
る
①
怪
婚
譚
と
、
異
類
だ
け
で
社
会
が
構
成
さ
れ
る
②
純
粋
な
異
類
物
（
歌
合
物
、
恋
愛
物
、

軍
記
物
、
遁
世
物
、
そ
の
他
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　

狐
が
登
場
す
る
御
伽
草
子
に
は
『
木
幡
狐
』
、
『
玉
藻
草
紙
』
、
『
狐
の
草
紙
』
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
①
怪
婚
譚
に
属
し
て
い
る
。
人

間
に
恋
す
る
『
木
幡
狐
』
と
、
人
間
に
危
害
を
も
た
ら
す
『
玉
藻
草
紙
』
、
『
狐
の
草
紙
』
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
美
女
に
化
け
た
狐
が

人
間
と
結
ば
れ
、
正
体
が
露
見
し
そ
う
に
な
っ
て
逃
げ
る
と
い
う
構
造
は
共
通
す
る
。
『
玉
水
物
語
』
も
同
様
に
①
怪
婚
譚
と
見
な
さ
れ

て
い
る
作
品
だ
が
、
人
間
と
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、
想
い
人
の
入
内
に
よ
っ
て
恋
破
れ
、
人
間
社
会
か
ら
去
っ
て
お
り
、
上
述
の
作
品

群
と
は
展
開
を
異
に
す
る
。
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ま
た
『
玉
水
物
語
』
で
は
、
主
人
公
た
ち
が
折
に
触
れ
て
和
歌
を
贈
答
し
た
り
、
作
品
の
別
名
に
あ
る
紅
葉
合
と
い
う
風
雅
な
催
し
が

行
わ
れ
た
り
、
主
君
の
も
と
を
去
る
時
に
長
歌
を
添
え
て
文
を
残
す
な
ど
、
王
朝
物
語
的
な
雰
囲
気
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
今
回
は
異
類

物
に
分
類
さ
れ
て
き
た
『
玉
水
物
語
』
の
、
公
家
物
的
性
格
に
注
目
し
、
中
世
王
朝
物
語
や
他
の
公
家
物
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
『
玉
水

物
語
』
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
．
公
家
物
と
女
た
ち

　

『
玉
水
物
語
』
を
公
家
物
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
時
、
ど
の
よ
う
な
性
質
が
表
れ
る
だ
ろ
う
か
。
市
古
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、

公
家
物
は
①
恋
愛
譚
、
②
継
子
譚
、
③
歌
物
語
・
歌
人
伝
説
な
ど
に
細
分
類
さ
れ
る
。
②
継
子
譚
は
広
義
の
①
恋
愛
譚
に
含
ま
れ
る
が
、

数
が
多
い
こ
と
か
ら
特
立
し
て
い
る
。
①
及
び
②
の
グ
ル
ー
プ
は
、
相
愛
の
男
女
が
引
き
裂
か
れ
、
女
は
心
な
ら
ず
も
失
踪
し
、
男
が
行

方
を
探
す
と
い
う
夫
婦
流
離
の
筋
立
て
を
共
有
す
る
も
の
が
多
く
、
宮
廷
や
公
家
の
邸
を
舞
台
と
す
る
悲
恋
遁
世
譚
で
あ
る
。
失
踪
の
原

因
は
①
の
場
合
、
女
の
出
自
に
不
満
が
あ
る
男
の
父
親
な
ど
、
男
の
周
囲
の
人
間
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、

②
の
場
合
は
、
血
の
繋
が
ら
な
い
娘
を
疎
ま
し
く
思
う
継
母
と
な
る
。
前
者
は
『
し
の
び
ね
』
、
後
者
は
『
住
吉
物
語
』
に
代
表
さ
れ
る
、

中
世
王
朝
物
語
（
擬
古
物
語
、
鎌
倉
時
代
物
語
）
の
流
れ
を
汲
む
作
品
群
を
形
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
長
編
の
王
朝
物
語
に
比
し
て
、

物
語
の
あ
ら
す
じ
や
登
場
人
物
の
心
情
描
写
は
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

　

美
し
い
姫
君
を
一
目
見
て
、
恋
に
落
ち
た
玉
水
は
「
良
き
人
」
に
化
け
、
姫
君
と
の
逢
瀬
を
考
え
る
が
、
狐
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
姫

君
に
害
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
そ
れ
で
も
「
い
か
に
し
て
、
御
側
ち
か
く
参
り
て
、
朝
夕
見
奉
り
、
心
を
も
な
く
さ
め
は
や( (

(

」
と
の
考
え
、

若
い
女
に
化
け
る
。
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変
身
及
び
変
装
は
、
神
話
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
、
侵
犯
の
常
套
手
段
で
あ
り
、
古
典
文
学
で
も
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
変
身
譚
が
描
か

れ
て
き
た
。
御
伽
草
子
の
場
合
、
変
身
は
「
人
に
化
け
る
」
必
要
性
か
ら
異
類
物
に
多
い
が
、
公
家
物
に
も
し
ば
し
ば
異
性
装
が
描
か
れ

る
。
異
性
装
と
は
、
生
来
と
は
異
な
る
性
の
衣
服
を
着
用
し
た
り
、
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
が
、
「
目
的
達
成
の

手
段
と
し
て
一
時
的
に
行
わ
れ
る
場
合
」
と
、
「
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
幼
少
時
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
」
に
大
別
で

き
る
。
数
量
的
に
は
前
者
の
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
実
行
さ
れ
る
目
的
と
し
て
は
恋
愛
、
戦( 7

(

、
芸
能
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
後

者
は
異
性
装
自
体
が
主
題
と
な
っ
て
お
り
、
『
と
り
か
へ
ば
や
』
、
『
有
明
の
別
れ
』
、
『
新
蔵
人
物
語
』
の
よ
う
に
宮
廷
を
舞
台
と
す
る
作

品
に
見
ら
れ
る
。
『
玉
水
物
語
』
の
場
合
、
狐
の
性
別
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恋
愛
対
象
が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ひ
と

ま
ず
牡
だ
と
仮
定
す
る
と
、
玉
水
は
「
狐
か
ら
人
」
、
「
男
か
ら
女
」
と
い
う
二
重
の
変
身
を
果
た
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

恋
愛
が
絡
む
事
柄
で
、
異
性
装
が
行
わ
れ
る
場
合
、
多
く
は
相
手
に
近
付
く
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
若
い
女
に
化
け
た
玉
水
は
、
在

家
の
女
を
訪
ね
て
庇
護
を
頼
む
。
男
ば
か
り
で
娘
が
欲
し
か
っ
た
女
は
、
玉
水
を
喜
ん
で
迎
え
、
望
み
通
り
に
姫
君
の
女
房
に
な
る
た
め

の
段
取
り
を
整
え
て
や
る
の
だ
っ
た
。

　

『
玉
水
物
語
』
と
同
じ
展
開
を
た
ど
る
作
品
に
、
御
伽
草
子
『
稚
児
い
ま
参
り
』
と
『
秋
月
物
語
』
が
あ
る
。
『
稚
児
い
ま
参
り
』
は
、

加
持
祈
祷
の
た
め
比
叡
山
の
僧
正
と
共
に
訪
れ
た
稚
児
が
、
内
大
臣
の
姫
君
を
垣
間
見
て
、
恋
に
落
ち
て
し
ま
う
。
や
つ
れ
て
ゆ
く
稚
児

を
心
配
し
た
乳
母
が
計
略
を
用
い
、
稚
児
は
女
房
と
し
て
姫
君
に
仕
え
る
と
い
う
内
容
。
『
秋
月
物
語
』
は
、
太
秦
で
京
極
大
納
言
の
姫

君
（
愛
敬
）
に
一
目
惚
れ
し
た
二
位
中
将
が
、
姫
君
の
継
母
の
計
略
に
よ
り
異
母
妹
の
愛
子
と
結
ば
れ
る
。
真
相
を
知
っ
た
愛
子
は
、
母

の
行
い
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
中
将
に
協
力
を
申
し
出
る
。
父
大
納
言
や
継
母
が
参
内
の
た
め
邸
を
離
れ
た
隙
を
見
計
ら
い
、
愛
子
は
中

将
を
女
装
さ
せ
、
愛
敬
の
い
る
月
見
殿
へ
導
い
た
、
と
い
う
も
の
で
、
『
玉
水
物
語
』
と
は
次
の
内
容
が
共
通
す
る
。
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①
男
が
外
出
先
で
美
し
い
姫
君
を
垣
間
見
て
、
恋
に
落
ち
る
。

　
　

②
男
と
親
し
い
女
が
協
力
者
と
な
り
、
姫
君
の
邸
に
入
る
段
取
り
を
整
え
る
。

　
　

③
男
は
女
装
し
て
姫
君
に
近
付
く
。

　

こ
れ
ら
の
話
で
興
味
深
い
の
は
「
協
力
者
」
の
存
在
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
男
に
同
情
し
、
恋
が
成
就
す
る
よ
う
心
を
砕
き
、
計
略
に

加
担
す
る
。
『
稚
児
い
ま
参
り
』
は
、
稚
児
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
宗
教
物
に
分
類
さ
れ
る
が
、
僧
と
稚
児
の
恋
愛
譚
で
は
な
く
、
む

し
ろ
公
家
の
恋
愛
譚
や
、
民
間
説
話
の
継
子
譚
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
作
品
で
あ
る
。
『
秋
月
物
語
』
は
散
逸
物
語
『
ふ
せ
や
』
の

改
作
『
伏
屋
の
物
語
』
を
元
に
作
ら
れ
た
継
子
譚
で
あ
り
、
『
住
吉
物
語
』
の
強
い
影
響
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
。
『
秋
月
物
語
』
の
愛
子

に
つ
い
て
は
、
真
下
美
弥
子
氏
が
「
乳
母
が
不
在
の
場
合
、
多
く
の
継
子
物
語
で
は
、
そ
れ
に
替
え
て
、
『
住
吉
』
の
侍
従
、
『
落
窪
』
の

あ
こ
ぎ
の
よ
う
な
気
の
利
い
た
侍
女
が
姫
君
の
立
場
を
守
る
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
乳
母
の
存
在
を
形
の
上

で
は
容
認
す
る
『
秋
月
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
侍
女
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
愛
子
の
活
躍

が
要
請
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か( 8

(

」
と
、
継
子
譚
に
お
け
る
心
利
き
の
女
房
の
代
替
と
考
え
て
お
り
、
首
肯
で
き
る
意
見
だ
が
、
男
の

協
力
者
と
し
て
、
姉
妹
が
登
場
す
る
作
品
は
他
に
も
あ
る
。
『
若
草
』
に
登
場
す
る
朝
日
の
前
は
、
従
姉
妹
（
若
草
）
に
恋
す
る
兄
（
少
将
）

の
た
め
、
二
人
の
仲
を
取
り
持
と
う
と
す
る
。
父
の
中
納
言
が
少
将
と
三
条
宰
相
の
娘
と
の
縁
談
を
決
め
た
時
は
、
兄
の
心
変
わ
り
を
否

定
し
、
若
草
を
励
ま
し
続
け
た
。
若
草
も
朝
日
の
前
を
信
頼
し
て
お
り
、
邸
を
追
い
出
さ
れ
る
前
日
に
は
、
朝
日
の
前
を
訪
ね
、
形
見
の

硯
を
交
換
し
、
共
に
涙
を
流
す
場
面
が
あ
る
。
後
に
若
草
の
入
水
を
知
っ
た
少
将
も
、
両
親
で
は
な
く
、
妹
に
若
草
と
の
娘
を
託
し
て
出

家
し
て
い
る
。
『
桜
の
中
将
』
に
登
場
す
る
桜
の
中
将
の
姉
妹
は
、
父
の
大
納
言
が
故
中
納
言
の
姫
君
を
追
い
出
し
た
と
聞
い
て
、
す
ぐ

に
文
を
書
い
て
姫
君
を
励
ま
す
だ
け
で
な
く
、
姫
君
の
悲
痛
な
返
事
を
持
参
し
て
、
母
に
対
し
て
父
の
酷
い
仕
打
ち
を
詰
る
。
さ
ら
に
、
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姉
妹
か
ら
文
を
見
せ
ら
れ
た
中
将
は
、
密
か
に
姫
君
を
捜
す
こ
と
を
決
意
し
、
姫
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
を
「
母
親
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
姉
に
託
す
。
ど
ち
ら
の
作
品
も
先
に
述
べ
た
公
家
物
の
恋
愛
譚
に
属
す
る
が
、
彼
女
た
ち
は
単
な
る
男
の
協
力
者
で
は
な
く
、
夫

を
諫
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
母
や
、
父
に
逆
ら
え
な
い
男
に
代
わ
っ
て
、
孤
立
し
た
姫
君
に
寄
り
添
い
、
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
存

在
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

御
伽
草
子
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
女
同
士
の
濃
密
な
関
係
は
、
当
然
「
女
装
し
た
男
」
に
も
反
映
さ
れ
る
。
玉
水
も
「
何
か
に
つ
け
て

も
、
ゆ
ふ
に
、
や
さ
し
き
、
ふ
せ
い
し
て
、
姫
君
の
御
あ
そ
ひ
、
御
側
に
、
朝
夕
な
れ
つ
か
ふ
ま
つ
り
、
御
て
う
つ
参
ら
せ
、
く
こ
参
ら

せ
、
つ
き
さ
へ
と
同
し
く
、
御
き
ぬ
の
下
に
ふ
し
、
た
ち
さ
る
こ
と
な
く
、
侍
け
る
」
と
、
姫
君
の
側
を
片
時
も
離
れ
ず
、
身
の
回
り
の

世
話
を
行
い
、
同
僚
の
月
さ
へ
と
並
ん
で
、
最
も
親
し
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。

　

し
か
し
、
姫
君
と
の
距
離
が
縮
ま
る
ほ
ど
、
男
の
恋
心
は
い
っ
そ
う
燃
え
上
が
る
。
『
稚
児
い
ま
参
り
』
に
は
、
内
大
臣
の
前
で
琵
琶

の
腕
を
披
露
し
た
こ
と
で
、
稚
児
（
今
参
り
の
女
房
）
は
姫
君
の
御
前
を
許
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。

そ
の
夜
よ
り
さ
ふ
ら
ひ
て
、
ひ
る
な
と
も
さ
し
む
か
ひ
て
、
見
た
て
ま
つ
る
に
、
く
も
ゐ
の
よ
そ
に
、
見
お
よ
ひ
た
て
ま
つ
る
に
、

こ
れ
も
又
ゆ
め
か
と
、
う
と
ま
し
く
た
と
ら
れ
て
、
は
て
は
、
な
け
き
の
も
り
を
も
、
し
ら
ぬ
そ
、
は
か
な
き
や
。
御
ひ
わ
を
、
心

に
入
て
、
を
し
へ
た
て
ま
つ
れ
は
、
う
へ
も
、
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
こ
と
、
か
き
り
な
し
、
は
か
な
き
、
あ
そ
ひ
ま
て
も
、
人
に
は
、
こ

と
な
る
さ
ま
に
そ
、
お
ほ
し
け
る
。
御
前
を
た
ち
さ
る
事
な
く
、
さ
ふ
ら
へ
は
、
や
う
／
＼
、
う
ち
と
け
て
、
か
き
り
な
く
、
あ
そ

ひ
つ
き
給
へ
る
に
も
、
い
か
な
ら
ん
お
り
に
か
、
し
た
の
お
も
ひ
を
も
、
き
こ
え
ん
と
、
お
り
／
＼
の
、
い
て
く
る
そ
、
う
た
て
し

き( 9

(

。
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親
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
心
の
中
で
「
い
つ
か
は
姫
君
に
自
分
の
気
持
ち
を
知
ら
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。

女
装
し
て
姫
君
に
近
付
い
た
も
の
の
、
現
状
で
は
親
し
い
同
性
に
過
ぎ
ず
、
姫
君
が
春
宮
に
入
内
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
な

る
。
思
い
詰
め
た
稚
児
は
、
周
囲
に
人
の
い
な
い
夜
、
一
人
だ
け
添
い
寝
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
つ
い
に
一
線
を
踏
み
越
え
て

し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

　

公
家
物
の
場
合
、
異
性
装
は
姫
君
に
近
付
く
た
め
の
一
時
的
な
手
段
で
し
か
な
い
た
め
、
女
装
を
解
い
て
本
来
の
性
に
戻
っ
て
し
ま
え

ば
、
紆
余
曲
折
を
経
た
と
し
て
も
、
姫
君
と
結
ば
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
玉
水
は
狐
で
あ
っ
た
た
め
、
正
体
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
破
綻
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
容
易
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
姫
君
の
傍
に
居
続
け
る
に
は
、
自
分
の
思
い
を
隠

し
た
ま
ま
、
表
向
き
は
女
房
と
し
て
振
る
舞
う
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
玉
水
の
一
方
通
行
な
思
い
は
、
成
就
を
期
待
す
る
こ
と
な

く
、
献
身
と
い
う
形
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
玉
水
が
手
を
尽
く
し
て
持
参
し
た
紅
葉
と
、
紅
葉
合
で
披
露
し
た
歌
が
、
姫

君
の
入
内
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
運
命
の
皮
肉
だ
っ
た
と
い
う
し
か
な
い
。

　

姫
君
の
入
内
に
向
け
て
物
語
が
展
開
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
玉
水
の
「
性
」
も
ま
た
「
姫
君
に
恋
す
る
男
」
と
い
う
生
来
の
自
覚
的
な
「

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性

」

と
、
「
姫
君
の
忠
実
な
女
房
」
と
い
う
社
会
的
な
信
頼
を
獲
得
し
た
仮
初
め
の
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
と
の
間
で
ゆ
ら
ぎ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
的

な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
の
成
功
が
、
も
う
片
方
の
自
覚
的
な
「セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性
」
を
抑
圧
し
続
け
、
玉
水
の
苦
悩
は
い
よ
い
よ
深
ま
っ
て
い
く
。
姫
君
の
入
内
を
目

前
に
し
た
時
、
玉
水
が
選
ぶ
真
実
の
「
性
」
は
ど
ち
ら
な
の
か
。
物
語
終
盤
に
お
け
る
玉
水
の
苦
悩
は
、
自
ら
の
恋
心
の
た
め
に
、
「
性
」

を
越
境
し
た
こ
と
で
、
身
体
的
な
「セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性
」
と
、
社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
の
、
ど
ち
ら
か
を
犠
牲
に
し
、
棄
て
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
重
い
宿

命
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二
．
異
性
装
と
同
性
愛

　

前
節
で
は
、
玉
水
が
貴
公
子
で
は
な
く
女
房
に
変
身
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
御
伽
草
子
に
お
け
る
「
異
性
装
」
に
着
目
し
た
。
異
性
装
は

異
な
る
社
会
へ
侵
入
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
通
常
は
目
的
を
達
成
す
れ
ば
解
除
さ
れ
る
が
、
元
よ
り
異
類
で
あ
っ
た
玉
水
は
、
異
性

装
を
解
く
こ
と
が
で
き
ず
、
自
覚
的
な
「セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性
」
と
、
社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
の
間
で
揺
れ
動
き
続
け
る
。
異
性
装
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
う
し
た

「
性
」
の
葛
藤
を
、
他
の
物
語
は
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
木
村
朗
子
氏
は
異
性
装
を
扱
っ
た
王
朝
風
物
語
と
し
て
知
ら

れ
る
『
と
り
か
へ
ば
や
』
、
『
有
明
の
別
れ
』
、
『
新
蔵
人
物
語
』
の
三
作
を
取
り
上
げ
、
登
場
人
物
た
ち
の
異
性
装
が
必
ず
し
も
同
質
で
は

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る(11

(

。
『
と
り
か
へ
ば
や
』
に
登
場
す
る
権
大
納
言
の
子
供
た
ち
の
異
性
装
は
、
活
発
で
社
交
的
な
姫
君
と
人
見
知
り

で
内
向
的
な
若
君
と
い
う
、
少
年
期
の
性
質
の
延
長
上
に
行
わ
れ
て
い
る
。
『
有
明
の
別
れ
』
は
跡
継
ぎ
の
い
な
い
左
大
臣
家
が
、〈
神
託
〉

に
よ
り
姫
君
（
女
右
大
将
）
を
男
と
し
て
出
仕
さ
せ
た
も
の
で
、
姫
君
の
性
自
認
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
た
。
『
新
蔵
人
物
語
』
は
、
諸

大
夫
の
三
の
君
の
容
貌
や
振
る
舞
い
が
、
周
り
の
人
を
「
稚
児
か
」
と
呆
れ
さ
せ
て
お
り
、
姉
の
下
で
宮
仕
え
す
る
の
を
嫌
が
っ
て
、
挙

げ
句
の
果
て
に
男
装
し
て
宮
廷
に
出
仕
す
る
。
こ
れ
も
『
と
り
か
へ
ば
や
』
と
同
じ
く
少
年
期
の
延
長
と
思
わ
れ
る
が
、『
と
り
か
へ
ば
や
』

が
次
第
に
社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
を
取
り
戻
し
て
い
く
の
に
対
し
、
『
新
蔵
人
物
語
』
は
尼
に
な
っ
て
も
法
師
と
間
違
わ
れ
る
よ
う
な
有
様
で
、

社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
へ
の
回
帰
に
は
温
度
差
が
あ
る
。

　

翻
っ
て
『
玉
水
物
語
』
は
ど
う
か
。
変
身
前
の
狐
に
つ
い
て
は
雌
雄
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
狐
の
変
身
に
「
異
性
装
」
の
モ

チ
ー
フ
を
認
め
る
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
男
に
化
け
て
姫
君
と
結
ば
れ
る
選
択
肢
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
姫
君
の
身
を
「
い
た
づ
ら
に
な
し
た
ま
は
ん
」
こ
と
を
恐
れ
た
玉
水
が
、
自
ら
の
意
思
で
退
け
て
い
る
点
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
れ
故
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に
姫
君
の
側
近
く
に
い
な
が
ら
、
気
持
ち
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
玉
水
の
苦
悩
が
、
い
っ
そ
う
の
哀
れ
を
誘
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
玉
水
物
語
』
の
異
性
装
と
は
「
本
性
の
隠
蔽
（
封
印
）
」
で
あ
り
、
異
性
装
が
少
年
期
の
性
質
を
そ
の
ま
ま
「
表
出
」
し
た
『
と
り
か
へ

ば
や
』
や
『
新
蔵
人
物
語
』
よ
り
も
、
家
の
事
情
に
よ
り
、
本
性
と
は
無
関
係
に
男
を
装
わ
さ
れ
た
『
有
明
け
の
別
れ
』
に
近
い
と
い
え

よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
異
性
装
」
に
よ
っ
て
従
来
の
性
質
が
「
表
出
」
、
あ
る
い
は
「
隠
蔽
（
封
印
）
」
さ
れ
た
な
ら
ば
、
前
者
に
と
っ
て
は
幸

せ
が
、
後
者
に
は
苦
痛
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
『
と
り
か
へ
ば
や
』
の
女
権
中
納
言
は
、
梅
壺
の
華
や
か
な
い
で

た
ち
を
見
て
、
「
私
も
人
並
み
の
姿
（
女
装
）
で
あ
れ
ば
、
あ
の
よ
う
に
か
し
づ
か
れ
て
帝
の
前
に
参
上
し
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
嘆
息
し
、

『
新
蔵
人
物
語
』
の
女
新
蔵
人
は
、
帝
と
播
磨
の
内
侍
が
睦
ま
じ
く
語
ら
う
の
を
聞
い
て
、
「
羨
ま
し
い
こ
と
だ
。
私
も
女
房
と
し
て
参
上

し
、
御
子
を
お
生
み
申
し
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
の
に
」
と
悔
し
が
る
。
ど
ち
ら
も
、
従
来
の
性
質
に
近
づ
け
る
た
め
の
「
異
性
装
（
変

身
）
」
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ざ
宮
廷
に
上
が
る
と
、
異
な
る
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
に
憧
れ
、
自
ら
の
男
装
姿
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
『
有
明
の
別
れ
』
の
女
右
大
将
は
ど
う
か
。
本
来
の
性
を
隠
し
て
生
き
る
女
右
大
将
は
、
隠
れ
蓑
の
よ
う
に
姿
を
隠
す

不
思
議
な
術
を
身
に
付
け
て
い
た
。
叔
父
の
左
大
将
邸
に
忍
び
込
ん
だ
女
右
大
将
が
見
た
の
は
、
継
父
の
左
大
将
に
密
通
を
強
い
ら
れ
る

姫
君
（
対
の
姫
）
の
姿
で
あ
っ
た
。
北
の
方
の
不
在
を
狙
っ
て
訪
れ
た
左
大
将
に
、
女
右
大
将
は
「
あ
あ
嫌
な
こ
と
だ
、
男
の
心
な
ん
て

気
に
入
ら
な
い
も
の
だ
」
と
嫌
悪
感
を
隠
さ
な
い
。
一
方
、
対
の
姫
に
は
「
お
気
の
毒
に
。
こ
の
よ
う
な
ご
様
子
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
物
思

い
な
さ
る
こ
と
か
」
と
同
情
を
示
す
。
女
右
大
将
は
、
左
大
将
の
子
を
身
籠
も
っ
た
対
の
姫
を
、
言
葉
巧
み
に
連
れ
出
し
て
妻
に
迎
え
る
。

あ
る
日
、
帝
に
よ
っ
て
女
で
あ
る
こ
と
を
暴
か
れ
た
女
右
大
将
は
、
世
間
に
は
女
右
大
将
は
死
去
と
広
め
て
女
装
に
戻
り
、
女
右
大
将
の

妹
姫
と
し
て
入
内
す
る
。
女
御
と
な
っ
た
女
右
大
将
は
や
が
て
身
籠
も
り
、
左
大
臣
邸
に
里
帰
り
す
る
。
対
の
姫
は
夫
が
死
ん
だ
と
聞
い

て
出
家
し
て
い
た
が
、
女
御
は
残
し
て
き
た
対
の
姫
を
恋
し
く
思
っ
て
お
り
、
彼
女
に
だ
け
は
真
実
を
話
し
た
い
と
考
え
る
。
夫
を
偲
び
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続
け
る
対
の
姫
は
、
女
御
と
の
対
面
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
几
帳
の
奥
か
ら
香
る
懐
か
し
い
気
配
に
困
惑
す
る
。
真
実
を
打
ち
明
け

ら
れ
た
対
の
姫
は
驚
く
が
、
夫
の
生
存
を
心
か
ら
喜
び
、
二
人
は
互
い
に
離
れ
が
た
く
思
う
。
ま
た
、
里
下
が
り
し
た
女
御
が
気
掛
か
り

な
帝
は
頻
繁
に
文
を
送
る
が
、
女
御
の
方
は
文
を
見
る
に
つ
け
、
男
装
し
て
帝
に
お
仕
え
し
て
い
た
こ
ろ
を
懐
か
し
く
思
う
の
だ
っ
た
。

家
の
事
情
に
よ
る
「
異
性
装
（
変
身
）
」
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
御
は
男
装
し
て
い
た
頃
に
戻
り
た
い
と
願
い
、
対
の
姫
に
親
愛
の

情
を
注
ぎ
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

木
村
氏
は
女
右
大
将
を
「
女
に
寄
り
添
い
、
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
条
理
を
見
つ
め
つ
づ
け
る
存
在
」
と
し
、
『
有
明
け
の
別
れ
』
の

対
の
姫
と
の
関
係
を
「
男
性
性
を
拒
絶
し
、
排
除
し
た
な
か
で
、
男
装
の
女
君
に
よ
っ
て
恋
愛
の
理
想
を
描
い
た
物
語
」
で
あ
る
と
指
摘

し
た(11

(

。
宮
崎
裕
子
氏
も
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
宮
の
御
方
と
紅
梅
大
納
言
の
娘
た
ち
、
『
有
明
け
の
別
れ
』
の
女
右
大
将
と
対
の
姫
、

『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
女
帝
と
藤
壺
皇
后
を
、
「
男
性
と
の
関
わ
り
よ
り
も
同
性
と
の
関
係
を
重
ん
じ
、
心
を
寄
せ
る
相
手
と
し
て

積
極
的
に
同
性
を
求
め
、
女
同
士
で
親
愛
関
係
を
築
い
て
い
く
女
性
た
ち
で
あ
っ
た(1(

(

」
と
し
、
こ
う
し
た
同
性
愛
的
な
傾
向
は
「
中
世
王

朝
物
語
の
特
徴
の
一
つ
」
と
述
べ
る
。

　

女
同
士
の
強
い
結
び
付
き
を
描
く
場
面
は
、
『
玉
水
物
語
』
に
も
見
ら
れ
る
。
玉
水
の
庇
護
者
に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
娘
が
欲
し
い

と
願
っ
て
い
た
在
家
の
女
で
あ
り
、
玉
水
が
姫
君
の
女
房
と
し
て
仕
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
養
母
の
妹
の
仲
介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
玉
水
も
養
母
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
化
粧
料
と
し
て
賜
っ
た
所
領
を
全
て
預
け
、
養
母
に
狐
が
憑
い
た
時
は
説
得
し
て
退
か
せ
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
文
中
に
は
姫
君
や
月
さ
へ
と
の
親
密
な
関
係
が
し
ば
し
ば
描
き
出
さ
れ
る
。
五
月
半
ば
の
月
の
明
る
い
夜
、
玉
水
は
姫
君
や

月
さ
へ
と
外
を
眺
め
て
い
た
。
玉
水
が
一
人
で
我
が
身
の
境
遇
を
嘆
い
て
い
る
と
、
二
人
は
「
苦
し
い
恋
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
そ
れ
ぞ
れ
に
気
遣
う
歌
を
詠
み
掛
け
る
。
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い
と
久
し
く
帰
ら
ね
ば
、
月
さ
へ
、
心
も
と
な
く
て
立
帰
る
に
、
か
く
す
さ
む
を
聞
き
て
、
あ
や
し
く
覚
ゆ
れ
ば
、
「
よ
そ
に
て
も

あ
は
れ
を
ぞ
聞
く
誰
ゆ
へ
に
恋
の
涙
に
身
を
し
づ
む
ら
ん
」
と
、
と
む
ら
へ
ば
、
姫
君
聞
き
給
ひ
、
「
お
ほ
か
た
の
あ
は
れ
は
誰
も

し
ら
ず
や
と
身
に
は
な
ら
は
ぬ
恋
路
な
り
と
も
。
は
や
夜
も
更
け
ぬ
ら
ん
、
入
ら
せ
給
へ
」
と
、
の
た
ま
へ
ば
、
泣
く
／
＼
帰
り
て
、

月
さ
へ
も
ろ
共
姫
君
に
そ
ひ
ふ
し
奉
れ
ど
も
、
思
ふ
心
の
も
と
、
い
ひ
顕
は
さ
ね
ば
に
や
、
ま
ど
ろ
ま
ず
。

　

玉
水
が
紅
葉
を
求
め
て
故
郷
の
山
か
ら
戻
っ
た
場
面
で
も
、
行
動
を
訝
し
む
姫
君
た
ち
と
の
間
で
、
冗
談
と
も
本
気
と
も
つ
か
な
い
や

り
と
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

姫
君
、
月
さ
へ
は
、「
れ
い
な
ら
ず
何
方
へ
出
給
ひ
し
そ
」
と
い
へ
ば
、
う
ち
笑
ひ
、「
あ
や
し
き
者
に
こ
よ
ひ
契
り
て
出
会
ひ
つ
る
」

な
ど
、
戯
れ
け
れ
ば
、
「
ま
こ
と
、
さ
や
有
り
つ
ら
ん
、
い
と
久
し
か
り
し
な
」
と
い
へ
ば
、
姫
君
「
さ
も
あ
ら
ば
、
い
か
に
に
く

か
ら
ん
。
移
れ
ば
か
は
る
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
我
は
か
な
ら
ず
、
思
ひ
す
て
ら
れ
ん
」
と
戯
れ
給
へ
ば
、
忝
け
な
く
、
嬉
し
、
い
み
じ

と
思
ひ
て
、
「
あ
な
、
か
た
は
ら
い
た
や
。
世
に
有
る
ま
じ
き
人
と
い
ふ
共
、
御
そ
ば
を
立
ち
は
な
れ
て
、
こ
と
人
に
そ
ふ
べ
き
心

地
は
、
し
侍
ら
ん
も
の
を
」
と
申
せ
ば
、
「
し
れ
か
た
き
こ
と
」
と
う
ち
ゑ
み
給
へ
る
を
見
奉
れ
ば
、
身
に
し
む
心
地
し
て
、
い
と

あ
じ
き
な
し
。

　

養
母
の
看
病
の
た
め
に
里
下
が
り
し
て
い
る
時
に
は
、
姫
君
と
月
さ
へ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
養
母
の
体
調
を
気
遣
い
つ
つ
、
再
出
仕
を
促

す
文
と
、
玉
水
を
案
じ
る
歌
が
届
け
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
入
内
を
控
え
る
姫
君
を
訪
ね
た
玉
水
が
失
踪
を
ほ
の
め
か
す
と
、
姫
君
は
「
私
の
行
く
末
を
見
届
け
て
は
く
れ
な
い
の
か
」

と
悲
し
み
、
玉
水
か
ら
手
渡
さ
れ
た
箱
を
、
言
い
つ
け
ど
お
り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
隠
す
。
玉
水
が
残
し
た
文
で
、
正
体
を
知
っ
た
姫

君
は
、
激
し
く
動
揺
し
、
玉
水
の
こ
と
を
恐
ろ
し
く
も
哀
れ
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。
『
有
明
け
の
別
れ
』
で
女
右
大
将
が
対
の
姫
に
真
実

を
打
ち
明
け
た
よ
う
に
、
玉
水
も
姫
君
に
だ
け
秘
密
を
明
か
し
て
い
る
。
玉
水
が
異
性
装
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
は
、
姫

君
と
結
ば
れ
た
い
と
願
う
欲
望
よ
り
も
、
強
固
な
親
愛
関
係
を
築
か
せ
て
い
た
。
玉
水
が
選
ん
だ
社
会
的
な
「ジ

ェ
ン
ダ
ー

性
」
は
、
当
初
の
自
覚
的

な
「セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性
」
を
排
除
し
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
も
の
に
な
っ
た
。
『
玉
水
物
語
』
が
描
い
た
の
は
、
恋
す
る
男
の
苦
悩
を
遠

景
に
配
し
た
、
中
世
王
朝
物
語
の
系
譜
に
連
な
る
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
〈
女
た
ち
の
楽
園
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
．
呪
い
と
愛
法
ー
『
し
ぐ
れ
』
―

　

だ
が
、
強
い
親
愛
で
結
ば
れ
た
〈
女
た
ち
の
楽
園
〉
は
、
入
内
と
い
う
帝
の
介
入
に
よ
り
、
も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
愛
し
合

う
者
同
士
が
心
な
ら
ず
も
引
き
裂
か
れ
、
女
は
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
繁
栄
し
、
男
は
出
家
（
あ
る
い
は
死
ぬ
）
と
い
う
展
開
は
、
先
に
紹

介
し
た
中
世
王
朝
物
語
『
し
の
び
ね
』
を
原
型
と
す
る
〈
し
の
び
ね
型
〉
の
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
現
存
す
る
『
し
の
び
ね
』
は
南
北

朝
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
改
作
本
だ
が
、
古
本
は
平
安
時
代
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
中
世
王
朝
物
語
を
象
徴
す
る
〈
し

の
び
ね
型
〉
の
系
譜
は
、
御
伽
草
子
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
、
公
家
物
の
恋
愛
譚
の
中
で
、『
し
ぐ
れ
』
、『
あ
さ
ぎ
り
』
、『
む
ぐ
ら
の
宿
』
、

『
志
賀
物
語
』
、
『
桜
の
中
将
』
、
『
若
草
物
語
』
な
ど
、
類
型
の
作
品
群
が
作
ら
れ
て
い
る
。
姫
君
に
恋
し
た
狐
が
女
房
と
し
て
仕
え
る
も
、

姫
君
の
入
内
に
よ
っ
て
失
恋
し
、
入
内
を
見
届
け
て
失
踪
す
る
『
玉
水
物
語
』
も
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
作
品
と
類
似
す
る
点
が
あ
る
。

　

〈
し
の
び
ね
型
〉
を
象
徴
す
る
御
伽
草
子
と
し
て
、
『
し
ぐ
れ
』
が
上
げ
ら
れ
る
。
時
雨
の
縁
で
出
会
っ
た
二
人
が
、
心
な
ら
ず
も
引
き
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裂
か
れ
、
女
は
栄
花
を
極
め
る
が
、
男
は
出
家
す
る
と
い
う
、
公
家
物
に
よ
く
見
ら
れ
る
展
開
だ
が
、
独
自
の
要
素
と
し
て
、
「
呪
詛
さ

れ
た
男
が
愛
す
る
女
を
忘
れ
る
」
と
い
う
場
面
が
存
在
す
る
。
理
想
化
さ
れ
た
王
朝
世
界
を
描
こ
う
と
す
る
公
家
物
で
、
呪
詛
の
よ
う
な

い
か
が
わ
し
い
も
の
を
持
ち
込
む
展
開
は
、
少
し
異
様
な
感
じ
も
す
る
が
、
愛
に
関
す
る
呪
法
は
『
玉
水
物
語
』
に
も
登
場
し
て
い
る
。

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
く
た
め
、
先
に
『
し
ぐ
れ
』
の
梗
概
を
示
し
て
お
こ
う
。

『
し
ぐ
れ
』

　

左
大
臣
家
の
中
将
は
、
時
雨
の
縁
で
出
会
っ
た
、
故
中
納
言
の
姫
君
を
見
初
め
、
邸
に
連
れ
帰
っ
て
一
緒
に
暮
ら
す
。
し
か
し
、
父

の
左
大
臣
は
後
見
の
い
な
い
姫
君
を
無
視
し
、
右
大
臣
の
姫
君
と
の
婚
姻
を
決
め
る
。
右
大
臣
の
北
の
方
や
乳
母
は
、
し
ぶ
し
ぶ
右
大

臣
家
に
通
う
中
将
を
繋
ぎ
止
め
る
た
め
、
「
物
知
り
」
を
使
っ
て
「
男
祭
」
を
行
う
。
呪
詛
さ
れ
た
中
将
は
、
故
中
納
言
の
姫
君
を
忘

れ
て
し
ま
い
、
残
さ
れ
た
姫
君
は
遠
縁
に
あ
た
る
丹
後
の
内
侍
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
聞
い
た
帝
が
姫
君
に
心
惹
か
れ
、
承
香
殿
に
迎
え
る
が
、
中
将
を
忘
れ
ら
れ
な
い
姫
君
は
嘆
き
続
け
る
。
し
か
し
、
周

囲
に
諭
さ
れ
て
后
に
立
つ
こ
と
を
決
心
す
る
。
一
方
、
中
将
は
腰
に
付
け
ら
れ
て
い
た
呪
詛
の
形
代
に
気
付
き
、
よ
う
や
く
姫
君
の
こ

と
を
思
い
出
す
が
、
姫
君
は
既
に
承
香
殿
女
御
と
し
て
帝
に
寵
愛
さ
れ
る
身
で
あ
っ
た
。
失
意
の
中
将
は
、
出
家
し
て
横
川
に
上
る
の

だ
っ
た
。

　

「
男
祭
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
呪
詛
に
使
用
し
た
形
代
を
発
見
し
た
中
将
が
、
正
気
に
戻
る
場
面
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
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公家物として見る『玉水物語』（井黒）

何
や
ら
ん
と
て
六
位
の
進
を
召
し
て
見
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
取
り
出
だ
す
に
長
さ
五
六
寸
ば
か
り
あ
る
形
代
に
て
ぞ
あ
り
け
り
。
車
を

小
路
に
立
て
て
松
明
の
火
を
振
り
上
げ
、
詳
し
く
是
を
御
覧
じ
け
れ
ば
、
男
と
女
と
う
ち
笑
ひ
て
抱
き
合
ふ
た
る
形
な
り
。
身
に
物

を
ぞ
書
き
た
り
け
る
。
男
の
身
に
は
右
大
臣
の
姫
君
の
事
を
書
き
、
女
の
身
に
は
頭
の
中
将
の
事
を
書
き
た
り
け
る
。
見
る
に
身
の

毛
よ
だ
ち
て
恐
ろ
し
く
ぞ
覚
ゆ
る
。
こ
れ
が
為
業
に
て
こ
そ
古
郷
の
事
は
忘
れ
け
る
、
心
憂
き
か
な
や
と
う
ち
思
ふ
ま
ゝ
に
、
涙
さ

つ
と
浮
か
み
て
忽
ち
古
里
の
人
ぞ
恋
し
き
。
此
形
代
を
見
る
も
恐
ろ
し
と
て
小
路
に
う
ち
捨
て
ら
れ
け
る
を
、
六
位
の
進
、
人
に
見

せ
じ
と
て
畳
紙
に
包
み
て
ぞ
持
た
せ
け
る(13

(

。

　

中
将
が
見
つ
け
た
形
代
は
、
男
女
が
笑
い
な
が
ら
抱
き
合
っ
て
い
る
形
で
、
男
の
身
体
に
は
右
大
臣
の
姫
君
の
こ
と
が
、
女
の
身
体
に

は
中
将
の
こ
と
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
呪
詛
に
か
け
ら
れ
て
い
た
間
、
中
将
は
「
ほ
け
／
＼
と
し
て
身
に

魂
も
添
は
ぬ
心
地
」
が
し
て
、
右
大
臣
の
姫
君
が
近
付
く
時
だ
け
、
す
っ
き
り
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
呪
詛
は
故
中
納
言
の
姫
君
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
り
、
右
大
臣
の
姫
君
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
男
祭
」
に
つ
い
て
、
沢
井
耐
三
氏
は
狐
の
信
仰
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る(1(

(

。
狐
は
古
来
よ
り
稲
荷
神
の
眷
属
と
さ
れ
た
が
、
密

教
系
の
荼
枳
尼
天
と
も
習
合
し
て
、
中
世
で
は
広
く
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
明
衡
の
往
来
物
『
新
猿
楽
記
』
に
、
「
野
干
坂
ノ
伊
賀
専

ガ
男
祭
ニ
ハ
、
鮑
苦
本
ヲ
叩
イ
テ
舞
ヒ
、
稲
荷
山
ノ
阿
小
町
ガ
愛
法
ニ
ハ
、
鰹
ノ
破
善
ヲ
鼿
ツ
テ
喜
ブ(1(

(

」
と
あ
る
と
お
り
、
狐
の
信
仰
に

は
「
愛
法
」
、
す
な
わ
ち
男
女
の
愛
に
関
す
る
呪
法
が
存
在
し
た
。

　

実
は
『
玉
水
物
語
』
に
も
「
呪
詛
」
と
よ
く
似
た
も
の
が
登
場
し
て
お
り
、
姫
君
と
別
れ
る
決
意
を
し
た
玉
水
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
記
し
た
文
を
箱
に
入
れ
、
姫
君
に
託
し
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
入
内
し
た
姫
君
が
言
い
つ
け
ど
お
り
、
一
人
で
い
る
時
に
箱
を
開
け

て
文
を
読
む
と
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
と
長
歌
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
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此
箱
は
、
人
に
あ
か
れ
す
、
年
ふ
れ
と
、
お
ひ
せ
す
、
そ
ふ
人
に
あ
い
を
ま
す
箱
な
れ
は
、
奉
る
な
り
、
君
に
そ
ひ
参
ら
せ
ん
ほ
と

は
、
此
か
け
こ
を
、
あ
け
さ
せ
給
ふ
な
と
、
申
を
き
つ
る
こ
と
く
や
う
お
ほ
し
め
し
は
な
れ
ん
、
と
ち
め
な
と
に
は
、
あ
け
て
も
御

ら
ん
せ
さ
せ
給
へ
。

　

姫
君
に
託
し
た
「
人
に
飽
か
れ
ず
、
年
月
を
経
て
も
老
い
る
こ
と
な
く
、
相
手
に
愛
を
増
す
箱
」
が
、
入
内
し
た
姫
君
が
帝
の
寵
愛
を

独
占
で
き
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、『
し
ぐ
れ
』
に
登
場
し
た
「
男
祭
」
の
呪
詛
と
同
じ
効
果
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
箱
は
二
重
底
に
な
っ

て
お
り
、
帝
と
夫
婦
関
係
を
維
持
す
る
間
は
「
懸
け
籠
」
を
開
け
な
い
よ
う
に
と
、
わ
ざ
わ
ざ
言
い
置
い
て
い
る
の
も
、
箱
の
底
に
帝
と

姫
君
の
こ
と
を
記
し
た
形
代
が
隠
し
て
あ
り
、
見
つ
か
れ
ば
愛
情
が
失
せ
て
し
ま
う
性
質
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
し

ぐ
れ
』
に
お
け
る
「
男
祭
」
が
中
将
と
故
中
納
言
の
姫
の
間
を
引
き
裂
く
「
呪
い
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
玉
水
物
語
』
の
「
愛
を
増

す
箱
」
は
姫
君
の
栄
華
を
支
え
る
「
お
守
り
」
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
叶
わ
ぬ
恋
に
苦
し
み
な
が
ら
、
「
も
れ
い
て
ゝ
、
ま
た
か
へ
ら

む
と
、
た
ま
み
つ
の
、
に
こ
り
な
き
よ
に
、
君
を
ま
も
ら
ん
」
と
詠
ん
で
、
姫
君
の
も
と
を
去
っ
た
玉
水
の
献
身
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
の

で
あ
る
。

四
．
別
れ
の
長
歌

　

玉
水
は
姫
君
と
の
別
れ
に
際
し
て
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
書
い
た
文
を
残
す
。
そ
こ
に
は
一
首
の
長
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

御
伽
草
子
に
は
、
作
中
で
長
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
作
品
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
試
み
に
『
物
語
和
歌
総
覧 

本
文
編
』
第
三
部 

御
伽
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公家物として見る『玉水物語』（井黒）

草
子
の
中
か
ら
抽
出
す
る
と
、『
秋
月
物
語
』
、『
朝
顔
の
露
』
、『
魚
の
歌
合
』
、『
扇
流
し
』
、『
桜
の
中
将
』
、『
狭
衣
の
草
子
』
、『
玉
造
物
語
』
、

『
玉
水
物
語
』
、
『
な
で
し
こ
物
語
』
、
『
姫
百
合
』
、
『
伏
屋
の
物
語
』
の
十
一
作
品
が
該
当
す
る(1(

(

。
さ
ら
に
『
物
語
和
歌
総
覧 

本
文
編
』
に

は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
し
ぐ
れ
』
、
『
志
賀
物
語
』
、
『
若
草
』
、
『
四
十
二
の
物
争
ひ
』
な
ど
に
も
、
長
歌
が
含
ま
れ
る
伝
本
が
確
認

で
き
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
計
十
五
作
品
と
な
る
。
本
文
系
統
が
複
雑
な
作
品
も
あ
る
た
め
、
作
品
の
す
べ
て
の
伝
本
が
該
当
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
長
歌
が
衰
退
し
て
久
し
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
意
外
に
多
い
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か(17

(

。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
い
く
つ
か
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
市
古
氏
の
分
類
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
『
な

で
し
こ
物
語
』
を
除
き(18

(

、
公
家
物
か
異
類
物
の
ど
ち
ら
か
に
大
別
さ
れ
る
。
公
家
物
に
分
類
さ
れ
る
作
品
群
の
う
ち
、
①
恋
愛
譚
が
六
作

品
、
②
継
子
譚
が
二
作
品
、
③
歌
物
語
・
歌
人
伝
説
な
ど
が
二
作
品
に
細
分
化
さ
れ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
②
継
子
譚
を
広
義
の
①
恋

愛
譚
に
含
ま
れ
る
と
考
え
れ
ば
、
八
割
が
同
じ
展
開
を
持
つ
作
品
群
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
異
類
物
に
分
類
さ
れ
る
作
品
の
う
ち
、
①
怪
婚
譚
に
含
ま
れ
る
『
玉
水
物
語
』
以
外
は
、
す
べ
て
②
純
粋
な
異
類
物
に
属
す
る
。

『
朝
顔
の
露
』
及
び
『
姫
百
合
』
は
上
述
し
た
夫
婦
流
離
の
物
語
を
、
異
類
の
世
界
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
『
魚
の
歌
合
』
は
歌
合

の
擬
き
、
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
公
家
物
の
パ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
お
り
、
『
玉
水
物
語
』
の
特
殊
性
が
際
立
つ
。

　

柿
本
人
麻
呂
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
長
歌
は
、
『
万
葉
集
』
以
後
、
平
安
期
に
お
け
る
短
歌
の
隆
盛
と
は
対
照
的
に
、
急
速
に
衰
退
し

て
い
っ
た
が
、
勅
撰
和
歌
集
や
物
語
、
日
記
な
ど
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
命
脈
を
保
っ
て
い
た
。
『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
や
『
う
つ
ほ
物
語
』

菊
の
宴
巻
に
は
、
浮
気
に
よ
っ
て
妻
子
を
顧
み
な
く
な
っ
た
夫
に
対
し
、
妻
が
自
ら
の
苦
悩
や
不
安
、
父
を
慕
う
子
供
へ
の
哀
切
を
長
歌

に
詠
ん
だ
場
面
が
あ
る
。
渦
巻
恵
氏
は
、
女
性
が
詠
ん
だ
長
歌
に
表
現
の
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
長
歌
が
思
い
つ
め
た
特
殊

な
環
境
の
も
と
に
詠
ま
れ
る
べ
き
形
式(19

(

」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
長
歌
と
い
う
形
式
に
は
、
詠
み
手
の
真
剣
な
思
い
を
表
明
す
る
重
さ
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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ま
た
、
「
一
時
代
前
の
歌
体
」
で
あ
っ
た
長
歌
は
「
特
別
な
教
養
を
必
要
と
し
、
特
に
あ
ら
た
ま
っ
た
際
の
表
現((1

(

」
で
あ
っ
た
。
『
源
氏

物
語
』
御
幸
巻
に
は
、
玉
鬘
が
尚
侍
と
な
っ
た
こ
と
を
う
ら
や
む
近
江
の
君
に
対
し
、
内
大
臣
が
申
文
に
長
歌
を
添
え
て
帝
に
奏
上
す
る

よ
う
、
か
ら
か
う
場
面
が
あ
る
。
無
教
養
な
彼
女
に
長
歌
が
詠
め
る
は
ず
も
な
く
、
周
り
の
女
房
は
笑
い
を
こ
ら
え
る
の
に
必
死
に
な
る
。

　

野
本
瑠
美
氏
は
「
長
歌
は
、
平
安
初
期
に
は
上
位
者
へ
「
た
て
ま
つ
る
」
状
況
が
明
示
さ
れ
た
例
が
多
い
が
、
次
第
に
男
女
間
や
友
人

同
士
、
内
輪
の
催
し
等
私
的
な
場
で
の
詠
作
が
中
心
に
な
り
、
形
式
が
も
つ
意
味
も
上
位
者
へ
の
奏
上
と
し
て
の
様
式
か
ら
少
数
の
個
人

間
で
心
情
を
吐
露
す
る
（
そ
れ
に
よ
り
共
感
を
生
む
）
役
割
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る((1

(

」
と
述
べ
る
。

　

先
に
上
げ
た
御
伽
草
子
に
み
え
る
長
歌
の
多
く
は
、
都
に
残
し
た
夫
や
我
が
子
を
恋
い
慕
う
女
の
絶
望
、
失
踪
し
た
女
の
行
方
を
捜
す

男
の
苦
し
い
胸
中
が
詠
ま
れ
、
我
が
身
の
不
遇
を
嘆
く
述
懐
歌
と
な
っ
て
い
る
。
都
を
遠
く
離
れ
、
孤
独
と
不
安
に
苛
ま
れ
な
が
ら
、
会

え
な
い
人
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
と
い
う
内
容
は
、
継
母
の
い
じ
め
を
逃
れ
て
、
住
吉
に
隠
れ
た
姫
君
が
、
ひ
そ
か
に
父
中
納
言
へ
文
を
送

り
、
「
朝
顔
の･

･
･

」
の
長
歌
を
添
え
た
『
住
吉
物
語
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
玉
水
物
語
』
の
場
合
、
玉
水
は
長
歌
の
中
で
い
き
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
「
常
に
弔
ふ 

心
あ
ら
ば 

後
の
世
ま
で
の 

掛
橋
と 

な
り
て
も

君
を 

守
り
て
ん
」
と
詠
む
。
た
と
え
傍
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
、
姫
君
の
幸
福
を
願
い
、
行
く
末
ま
で
見
守
ろ
う
と
い
う
「
誓
願
」

で
あ
り
、
個
人
の
述
懐
を
詠
っ
た
他
の
御
伽
草
子
と
比
べ
て
、
奏
上
す
る
長
歌
本
来
の
役
割
に
近
い
。
入
内
に
よ
っ
て
失
恋
し
、
失
踪
を

覚
悟
し
た
玉
水
が
、
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
長
歌
を
選
ん
だ
の
は
、
ま
さ
し
く
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
玉
水
は
折
に
触
れ
て
は
姫
君
た
ち
と
歌
を
詠
み
交
わ
し
、
養
母
に
取
り
憑
い
た
叔
父
狐
に
対
し
て
も
故
事
を
引

い
て
理
非
を
解
く
な
ど
、
高
い
教
養
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。
故
に
、
人
知
れ
ず
辞
去
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、
主
で
あ
る
姫
君

に
対
し
て
は
、
威
儀
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
長
歌
を
奉
ら
れ
た
姫
君
が
、
幸
せ
な
未
来
を
掴
む
で
あ
ろ

う
こ
と
を
、
読
者
に
予
感
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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公家物として見る『玉水物語』（井黒）

お
わ
り
に

　

『
玉
水
物
語
』
は
「
異
性
装
（
変
身
）
」
に
よ
っ
て
、
異
性
愛
か
ら
同
性
愛
へ
と
趣
向
を
変
え
る
も
の
の
、
入
内
の
決
定
に
よ
っ
て
破
綻

し
、
姫
君
は
繁
栄
、
玉
水
は
失
踪
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
と
い
う
点
は
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
と
共
通
し
た
構
造
を
有
す
る
。

　

菊
池
仁
氏
は
〈
し
の
び
ね
型
〉
が
「
一
貫
し
て
女
性
側
の
物
語
」
で
あ
る
と
し
、
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
の
「
悲
恋
遁
世

譚
」
と
は
あ
く
ま
で
〈
女
君
像
の
た
め
に
奉
仕
す
る
造
型
〉
と
い
う
大
前
提
を
必
要
と
し
た
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か(((

(

」
と
述
べ
る
。

〈
し
の
び
ね
型
〉
の
男
君
は
女
君
を
不
遇
な
立
場
か
ら
救
い
出
し
、
束
の
間
の
平
穏
を
与
え
、
女
君
が
入
内
に
よ
り
手
の
届
か
な
い
存
在

に
な
る
と
、
帝
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
女
君
の
幸
せ
を
祈
っ
て
出
家
、
あ
る
い
は
死
と
い
う
形
で
物
語
の
表
舞
台
か
ら
退
場
す
る
。
〈
し

の
び
ね
型
〉
を
男
の
「
悲
恋
遁
世
譚
」
と
し
て
で
は
な
く
、
女
の
「
立
身
出
世
譚
」
と
し
て
見
る
な
ら
、
女
君
に
と
っ
て
の
男
君
は
ひ
た

す
ら
尽
く
し
て
く
れ
る
都
合
の
良
い
存
在
だ
ろ
う
。

　

『
玉
水
物
語
』
の
場
合
、
姫
君
の
親
で
あ
る
高
柳
宰
相
は
裕
福
な
貴
族
で
は
な
か
っ
た
。
邸
が
あ
る
鳥
羽
は
都
の
周
縁
に
あ
り
、
入
内

の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
時
も
、
家
が
貧
し
い
た
め
準
備
を
調
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
玉
水
が
持
参
し
た
五
色
の

枝
に
よ
っ
て
、
紅
葉
合
の
評
判
が
世
間
に
広
ま
る
と
、
姫
君
の
入
内
が
決
定
し
、
高
柳
家
に
は
所
領
が
与
え
ら
れ
、
帝
の
寵
愛
も
「
愛
を

増
す
箱
」
を
託
さ
れ
る
こ
と
で
決
定
的
と
な
る
。
高
柳
家
の
繁
栄
は
す
べ
て
「
玉
水
と
い
う
一
匹
の
狐
が
姫
君
を
見
初
め
た
」
こ
と
を
き
っ

か
け
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る((3

(

。
玉
水
の
姫
君
に
対
す
る
徹
底
し
た
献
身
ぶ
り
は
『
し
ぐ
れ
』
な
ど
他
の
〈
し
の
び
ね
型
〉
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
。
し
か
も
、
狐
と
の
婚
姻
は
姫
君
の
害
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
最
後
ま
で
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
関
係
を
貫
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
よ
り
も
純
度
の
高
い
、
「
女
の
た
め
の
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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従
来
、
狐
を
主
人
公
と
す
る
ゆ
え
に
「
異
類
物
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
『
玉
水
物
語
』
だ
が
、
「
公
家
物
」
の
系
譜
か
ら
捉
え
直

し
て
み
る
と
、
男
女
の
愛
と
異
性
装
、
理
想
化
さ
れ
た
同
性
社
会
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
と
い
う
構
造
な
ど
、
中
世
王
朝
物
語
の
影
響
が
随

所
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
玉
水
物
語
』
の
魅
力
は
「
異
性
装
（
変
身
）
に
よ
っ
て
異
性
愛
か
ら
同
性
愛
に
転
換
す
る
」
と

い
う
趣
向
に
あ
り
、
玉
水
が
「
狐
が
美
女
に
変
身
す
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
備
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
『
玉
水
物
語
』
は
、
異
類
物
の
枠
組
み
を
基
軸
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
真
下
美
弥
子
氏
は
『
玉
水
物
語
』

の
最
大
の
特
徴
を
「
和
歌
を
基
調
と
し
て
描
か
れ
る
王
朝
風
物
語
世
界
と
、
異
類
婚
の
タ
ブ
ー
を
取
り
合
わ
せ
た
、
そ
の
設
定
の
妙(((

(

」
に

あ
る
と
看
破
さ
れ
た
。
実
際
、
『
玉
水
物
語
』
最
大
の
特
色
は
〈
し
の
び
ね
型
〉
を
は
じ
め
、
公
家
物
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
、
姫

君
に
恋
し
た
狐
が
、
貴
公
子
で
は
な
く
、
女
房
に
変
身
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
姫
君
の
入
内
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
玉
水
が
男
に
化
け
た

時
点
で
、
姫
君
が
幸
福
に
な
る
結
末
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
ど
れ
ほ
ど
献
身
的
に
尽
く
そ
う
が
、
玉
水
が
狐
で
あ
る
以
上
、
肉
体
的
な
結

び
付
き
は
、
姫
君
の
不
幸
に
直
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
な
玉
水
を
中
心
に
据
え
た
こ
と
で
、
〈
し
の
び
ね
型
〉
の
枠
を
超
え
て
、
身
体
的
な
結
び
つ
き
を
媒
介

せ
ず
に
、
女
が
幸
せ
に
な
る
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
姫
君
の
「
栄
耀
栄
華
」
と
引
き
換
え
に
、
一
度
は
契
っ
た
男
が

死
や
出
家
と
い
う
形
で
、
物
語
か
ら
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
く
〈
し
の
び
ね
型
〉
と
は
異
な
り
、
最
後
の
長
歌
を
以
て
玉
水
と
い
う
存

在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。
姫
君
は
玉
水
の
正
体
を
知
り
、
恐
ろ
し
い
と
思
い
つ
つ
も
、「
我
ゆ
へ
、
か
や
う
に
は
け
た
り
し
を
、

つ
ゐ
に
色
に
も
出
さ
て
過
し
こ
と
の
、
ち
く
る
い
な
か
ら
、
む
さ
ん
さ
よ
、
お
ほ
ゑ
の
心
さ
し
を
み
せ
つ
ゝ
、
せ
し
こ
と
の
、
あ
は
れ
さ

よ
、
有
か
た
き
こ
ゝ
ろ
か
な
」
と
、
玉
水
の
恋
慕
と
苦
悩
に
寄
り
添
い
、
心
か
ら
感
謝
す
る
。
す
べ
て
を
諦
め
て
出
家
し
た
男
と
、
帝
の

寵
愛
を
受
け
な
が
ら
男
の
こ
と
を
慕
い
続
け
た
姫
君
と
い
う
〈
し
の
び
ね
型
〉
の
結
末
の
沈
鬱
さ
と
は
逆
に
、
玉
水
の
長
歌
は
姫
君
の
晴

れ
や
か
な
未
来
を
約
束
し
、
姫
君
の
述
懐
に
よ
っ
て
、
玉
水
の
恋
も
ま
た
愛
へ
と
昇
華
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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公家物として見る『玉水物語』（井黒）

　

『
玉
水
物
語
』
は
中
世
王
朝
物
語
か
ら
引
き
継
が
れ
た
〈
女
た
ち
の
楽
園
〉
の
世
界
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
純
愛
物

語
に
昇
華
さ
せ
つ
つ
、
従
来
の
異
類
物
の
範
疇
を
超
え
て
、
多
様
性
の
物
語
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
時
に
類
型
的
、
模
倣
作
と
見
な

さ
れ
が
ち
な
御
伽
草
子
の
真
の
豊
か
さ
は
、
型
と
型
の
余
白
に
生
ま
れ
る
奇
跡
的
な
新
し
さ
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
垣
根
を
越
え
て
多
様

な
物
語
が
融
け
合
い
、
新
た
な
作
品
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
く
、
現
代
の
創
作
に
も
通
じ
る
姿
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〔
注
〕

（
１
） Tw

itter

投
稿
ま
と
め
サ
イ
トTogetter

の
二
〇
一
九
年
一
月
一
九
日
の
記
事
「
【
二
〇
一
九
年
セ
ン
タ
ー
試
験
】
古
文
に
擬
人
化
＆

百
合
が
出
題
さ
れ
て
試
験
中
に
悶
絶
す
る
受
験
生
」
参
照
。U

R
L

は
以
下
の
通
り
。https://togetter.com

/li/1310338

（
２
） 『
玄
中
記
』
に
「
狐
、
五
十
歳
、
能
変
化
為
婦
人
。
百
歳
、
為
美
女
、
為
神
巫
。
或
、
為
丈
夫
、
与
女
人
交
接
。
能
知
千
里
外
事
、

善
蠱
魅
、
使
人
迷
惑
失
智
。
千
歳
、
即
与
天
通
、
為
天
狐
。
」
と
あ
り
、『
台
記
』
康
治
三
年
五
月
三
〇
日
条
に
も
年
若
い
女
と
交
わ
っ

た
男
が
病
気
に
な
り
、
こ
れ
は
狐
の
仕
業
か
と
す
る
記
事
が
み
え
る
。

（
３
） 『
玉
水
物
語
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
川
村
絵
美
「
中
世
小
説
『
玉
水
物
語
』
の
研
究
―
狐
の
純
愛
物
語
と

し
て
読
む
」
（
『
古
典
文
学
研
究
』
六
号
、
一
九
九
八
）
、
②
沢
井
耐
三
「
狐
と
狸
、
中
世
的
相
貌
の
一
面
―
『
玉
水
物
語
』
『
筆
結

の
物
語
』
考
」
（
『
説
話
論
集 

絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
』
第
八
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
八
）
、
③
安
藤
み
な
子
「
御
伽
草
子
『
玉

水
物
語
』
考
―
『
聊
斎
志
異
』
封
三
娘
と
の
比
較
」
（
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
四
十
四
号
、
二
〇
〇
四
）
、
④
穆
雪
梅
「
『
玉
水
物
語
』

と
「
封
三
娘
」
（
『
聊
斎
志
異
』
）
の
比
較
─
影
響
関
係
に
関
す
る
有
無
の
再
検
討
を
中
心
に
─
」
（
『
東
亜
漢
学
研
究
』
二
〇
一
七
年

特
別
号
、
二
〇
一
七
）
、
⑤
真
下
美
弥
子
「
『
玉
水
物
語
』
構
想
論
」
（
『
朱
』
六
十
号
、
二
〇
一
七
）
、
⑥
徳
田
和
夫
「
魅
惑
の
御
伽

草
子
―
不
思
議
の
物
語
世
界
」
（
伊
藤
慎
吾
編
『
お
伽
草
子
超
入
門
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
）
。
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（
４
） 

長
谷
川
福
平
『
古
代
小
説
史
』
（
富
山
房
、
一
九
〇
三
）
、
平
出
鏗
次
郎
『
近
古
小
説
解
題
』
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
〇
九
）
、
島
津

久
基
「
御
伽
草
子
論
考
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
八
巻
十
号
、
至
文
堂
、
一
九
三
一
）
、
藤
井
隆
『
御
伽
草
子
新
集
』
（
和
泉
書
院
、

一
九
八
八
）
。

（
５
）
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
）
。

（
６
）
『
玉
水
物
語
』
引
用
本
文
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
八
（
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
）
に
よ
る
。
以
下
同
。

（
７
） 

戦
と
異
性
装
の
関
係
は
、
『
古
事
記
』
の
高
天
原
を
訪
れ
た
ス
サ
ノ
オ
に
対
峙
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
男
装
や
、
小
碓
命
（
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
）
に
よ
る
熊
襲
討
伐
の
た
め
の
女
装
、
『
日
本
書
紀
』
の
新
羅
遠
征
に
際
し
た
神
功
皇
后
の
男
装
な
ど
、
記
紀
神
話
か
ら
既
に

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
軍
記
物
語
で
は
『
平
治
物
語
』
巻
上
「
主
上
六
波
羅
へ
行
幸
の
事
」
の
、
二
条
天
皇
が
女
房
の
姿
で
内
裏
を

脱
出
す
る
場
面
や
、
『
平
家
物
語
』
巻
四
「
信
連
」
の
、
謀
反
に
失
敗
し
た
以
仁
王
が
市
女
笠
姿
で
逃
れ
る
場
面
が
あ
る
。
『
今
昔

物
語
集
』
巻
二
十
九
「
不
被
知
人
女
盗
人
語
第
三
」
の
男
装
の
女
盗
人
も
、
戦
闘
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
戦
場
に
お
い
て
、

女
装
は
「
相
手
の
油
断
を
誘
う
」
、
男
装
は
「
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
」
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
呪
術
的
な
要
素
も
含
ま
れ
て

い
よ
う
。

（
８
） 

真
下
美
弥
子
「
『
伏
屋
の
物
語
』
か
ら
『
秋
月
物
語
』
へ
―
『
住
吉
物
語
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
論
究
日
本
文
学
』

五
十
三
号
、
一
九
九
〇
）
。

（
９
）
『
稚
児
い
ま
参
り
』
引
用
本
文
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
九
（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
）
に
よ
る
。

（
11
）
木
村
朗
子
「
宮
廷
物
語
に
お
け
る
異
性
装 

歴
史
の
中
の
異
性
装
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
一
〇
号
、
二
〇
一
七
）
。

（
11
）
木
村
氏
前
掲
論
文
。

（
1(
） 

宮
崎
裕
子
「
女
た
ち
の
世
界
―
『
在
明
の
別
』
が
描
い
た
〈
女
性
同
士
の
夫
婦
〉
か
ら
―
」
（
辛
島
正
雄
・
妹
尾
好
信
編
『
中
世
王
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朝
物
の
新
研
究
』
新
典
社
、
二
〇
〇
七
）
。

（
13
）
『
し
ぐ
れ
』
引
用
本
文
は
『
室
町
物
語
集 

下
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。
以
下
同
。

（
1(
） 
沢
井
耐
三
「
『
し
ぐ
れ
』
―
時
雨
の
出
会
い
と
呪
詛
―
」
（
『
室
町
物
語
研
究
―
絵
巻
・
絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
三
弥
井
書

店
、
二
〇
一
二
）
。

（
1(
）
川
口
久
雄
訳
・
注
『
新
猿
楽
記
』
東
洋
文
庫
四
二
四
（
平
凡
社
、
一
九
八
三
）
。

（
1(
）
久
曾
神
昇
・
他
『
物
語
和
歌
総
覧 

本
文
編
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
年
六
月
）
。

（
17
） 

十
七
世
紀
頃
に
国
学
者
の
間
で
長
歌
の
復
興
が
試
み
ら
れ
る
よ
り
も
早
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
長
歌
が
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
御
伽
草
子
は
伝
本
に
よ
っ
て
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
る
た
め
、
松
本
隆
信
「
擬
古
物
語
系
統
の
室
町
時
代
物
語
：
「
し

ぐ
れ
」
「
若
草
」
「
桜
の
中
将
」
「
志
賀
物
語
」
外
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
四
号
、
一
九
六
五
）
、
及
び
松
本
隆
信
「
擬
古
物
語
系
統

の
室
町
時
代
物
語
（
続
）
：
「
伏
屋
」
「
岩
屋
」
「
一
本
菊
」
外
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
号
、
一
九
六
六
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
18
） 『
物
語
和
歌
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
底
本
は
藤
井
隆
蔵
写
本
と
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
和
歌
に
は
秋
草
の
名
前
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

る
。
散
逸
物
語
『
な
で
し
こ
』
も
『
風
葉
和
歌
集
』
に
一
首
採
ら
れ
て
い
る
が
、
『
物
語
和
歌
総
覧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
と

一
致
し
な
い
た
め
、
同
一
作
品
で
は
な
く
、
両
者
の
関
係
性
は
分
か
ら
な
い
。
『
風
葉
和
歌
集
』
の
詞
書
き
に
は
「
な
で
し
こ
の
大

夫
、
父
の
大
将
に
知
ら
れ
侍
ら
ざ
り
け
る
こ
ろ
、
た
だ
か
く
と
い
ひ
て
ん
と
内
侍
の
か
み
に
の
た
ま
は
せ
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
」

と
あ
り
、
神
野
藤
昭
夫
氏
は
、
な
で
し
こ
大
夫
の
母
を
、
大
将
の
子
を
宿
し
た
ま
ま
院
（
帝
）
に
入
内
し
た
女
で
あ
ろ
う
と
し
、

本
作
は
い
わ
ゆ
る
〈
し
の
び
ね
型
〉
の
物
語
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
す
る
。

（
19
） 

渦
巻
恵
「
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
の
長
歌
の
特
質
：
女
性
が
長
歌
を
詠
む
時
」
（
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
六
十
一
・
六
十
二
号
、

二
〇
一
七
）
。
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（
(1
）
久
保
木
哲
夫
「
長
歌
と
そ
の
意
味
」
（
『
折
の
文
学　

平
安
和
歌
文
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
）
。

（
(1
）
野
本
瑠
美
「
崇
徳
院
と
長
歌
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
一
三
一
号
、
二
〇
一
八
）
。

（
((
） 
菊
池
仁
「
物
語
文
学
と
御
伽
草
子
〈
し
の
び
ね
型
〉
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
（
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
八
）
。

（
(3
） 

異
本
『
紅
葉
合
』
の
場
合
、
一
族
の
繁
栄
は
高
柳
殿
が
稲
荷
神
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
眷
属
の
狐
が
遣
わ
さ
れ
た
の
だ
と
語
っ

て
お
り
、
稲
荷
神
の
霊
験
譚
と
し
て
締
め
ら
れ
て
い
る
。

（
((
）
前
注
（
３
）
⑤
真
下
氏
論
文
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
９
Ｋ
１
３
０
８
３
「
『
玉
水
物
語
』
に
み
る
種
と
性
の
越
境
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


